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We propose a new text format to direct attention to the head sentence of paragraphs by varying the darkness of
displayed sentences by gradually fading characters. Recognition rates of head sentences were increased by applying
the proposed format. The overall comprehension performance was also enhanced by applying the proposed format.
These results suggest that the proposed format is an effective technique to increase reading comprehension.
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　我々は誰もが独自な生物として空間に

生きている。そうした空間に配置される

生物は，様々な外乱に晒される。外乱は

統制できない。統制できない故に外乱で

あり外乱への過剰な意識は無駄である。

無意味と言ってもよい。ただただ消耗す

るのみである。

　空間とは生物の入れ物であり，空間自

体は生物ではない。生物が重要なのであ

る。空間も重要である。新しい生物を産

み出し，育む点における重要性について

は周知の事実である。しかし，やはり生

物として存在を確立することを優先すべ

きである。外乱はあくまで外乱として対

処すべきである。
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